




　昨年度の学術奨励賞をいただいた “Optical frequency domain imaging –guided rotational atherectomy 
followed by drug-coated balloon dilation in a patient with severe thrombocytopenia”（Cardiovasc Interv 
Ther 2018 ; 33 : 395-397）および “Stent-less percutaneous coronary intervention using rotational atherectomy 
and drug-coated balloon：a case series and a mini review”（Cardiovasc Revasc Med 2018 ; 19 : 705-711）
は，いずれもロータブレーターおよび薬剤溶出性バルーン（DCB : drug-coated balloon）による，ステン
トを用いないカテーテル治療（stent-less PCI）に関する報告です．現在 2 剤の抗血小板剤（DAPT : dual 











　2018 年度は ‘Helicobacter pylori eradication therapy ameliorates latent digestive symptoms in chronic 
atrophic gastritis’（Digestion 2018 ; 97 : 333-339） と ‘Different risk factors between early and late cancer 
recurrences in patients without additional surgery after noncurative endoscopic submucosal dissection 























　この度は平成 30 年度の学術奨励賞をいただき，誠に光栄に存じます．今回賞を頂いた「ウサギ ATG
投与で発症した EB ウイルス関連血球貧食性リンパ組織球症に rituximab が奏功した再生不良性貧血」は，
和文ではありますが「臨床血液，2018 年 59 巻 4 号」において報告させて頂きました．








は，T 細胞の機能低下によって EBV 感染 B 細胞の増殖を制御できずに発症すると考えられています．そ
のため，感染 B 細胞を直接攻撃する抗 CD20 モノクローナル抗体の rituximab を投与したところ速やかに
全身状態は改善しました．その後再生不良性貧血は寛解を維持して輸血は不要となり，EBV-LPD の再燃








　この度は平成 30 年度学術奨励賞をいただき，身にあまる光栄と深く感謝いたします．賞をいただいた 
“Do the representative beam data for TrueBeamTM linear accelerators represent average data?”（J 
Appl Clin Med Phys. 2019 ; 20（2） : 51-62）は，本邦において臨床使用されている Varian 社製リニアック
TrueBeam のビームデータ多施設解析に関する報告で，Journal of Applied Clinical Medical Physics に掲
85
載されました．
　本報告では，本邦で臨床使用されている 17 施設 21 台分の Truebeam のビームデータのばらつきを調
査しました．その結果，percent depth dose のばらつきは 1.0% 未満と非常に小さく，同様に，off-center-
ratio（OCR）のばらつきも平坦領域で 1.0% 未満，辺縁領域で 0.5 mm 未満であることが判明しました．
Output factor のばらつきも 1.0% 未満であり，また， representative beam data（RBD）と我々が算出し
た平均データも非常によく一致する結果となりました．ただし，照射野サイズが 30 × 30 mm2 では OCR
で 2.0% 以上のばらつきが確認されました．以上より，小照射野測定を除き TrueBeam のビームデータは
ばらつきが非常に小さく，我々の報告は RBD の有用性を立証する 1 つの因子となりました．
　最後になりますが，学術奨励賞をご評価くださった池田院長，ならびに本研究にご協力いただきました
皆様に心より深謝いたします．
